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（上のイラストはAG-DS555です。）

保証書は必す「お買い上げ日• 
販売店名」等の記入を確かめて、 
販売店よりお受取りください。

製造番号は品質管理上重要なものです。お買い上げの際は、 
製品本体と保証書の製造番号をお確かめください。
このビデオiss-vhs方式ビデオです。smマーク、：y形； 
マークのついたビデオカせットテープ以外は使目できません。

著作椹（録I!テープの取扱い）
あなたがビデオで録画したテープは個人として楽しむほかは、
著作嗜法上、唱利者に斧断で使用はできません，

上手に使って上手に節電- - - - - - - -
こ'使用後は、忘れずに電源スイッチを切ってください£
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はじめに

このたびは、
業務用高級編集機AG-DS555/業務用再生機AG-DS545を 

お求めいただきまして、まことにありがとうございました。
本樫は、産業用.学校月、スタ'こ7弓およじCATV送出用を対象に開癸された提集罔ヒテオカセツトレ 

コーダです。

この取扱説明書はAG-DS555こAG-DS545共用になっております。

ぐ

高画質
以下の機能の採用により、美しい！;質が得られます。
0S-VHS方式による、高解漾Sで群明な画質 

■高性能S-VHS回路により、タビング時の画質を向上
E3TBC （タイムベースコレクデによる、ジッターの抑えられた画質（T巳C ON/CIFF機能） 
HDNR （ディジタルノイズレテこーサ）による、通常画質より1世代S/N比の良い画質 

B萼性能Y/C分離

高信頼性メカニズム

AIサーボによる大径キャブスタン、2リールモータ駆動方式、□□シリンダなどの高信潁性メカニズムの 

採用で高度な編集が可能になりまンた。
また、クリーニング機構により、こテオヘッドのよごれなども軽減されます。

多彩なシステムアップ性

本機は、編集コントローラAG-A550 （RS-422A、9ピンシステム）を接続することにより、編集機の 

緒能を十分に生かし、精度の高い自動編集を行うことができます。
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安全上のご注意 r必ずお守りください,

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、 
必ずお守りいただくことを、次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をした時に生じる危害や損害の程度を 

次の表示で区分し、説明しています。

■不安定な場所に置かない!

ZL警告 この表示の欄は「死亡または童傷などを負う可能性が想定される」 
内容です。

A ユfziこの表示の欄は「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生
/!\ する可能性が想定される」内容です。

0お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

A このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

〇 このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

設置について △警告

禁止

落ちたり、倒れたり 

して、けがの原因と 

なります

0電源コード上に重い物を
A

■コードに重いものを
乗せない！ 載せない！

本機の下敷にならな 
v XJぃょぅ注意してくだ
、ノさぃ

本機の下敷にならな 
（NJいように注意してく 
、ノださぃ。

ホ止 コードが傷ついて、 示止コードが傷ついて、

火災•感電をおこす 火災•感電をおこす
おそれがありますC おそれがあります。

_ _ _ _ J



安全上のご注意 〔必ずお守りください。）

△警告設置について

■水場に設置しない！ □ぬれた手で、電源プラグの 

抜き差しはしない！
sコンセントや配線機器の定格 

を越える使い方や、100V以 

外での使用はしない！

/火災•感電の原因と 

なります

水場1吏用禁止

感電の原因となります

禁止

たこ足配線などで定格を
1 越えると、発熱による火
^r 災の原因となります
禁止

固付属品•オプションは、
指定の製品を使用する！

本体に誤って指定外の製 

品を使用すると、火災や 

雜をおこすおそれがあ 

ります，

異常時の処理について

H本機を落としたり、破損した 

場合は電源スイッチを切り、 
電源プラグを抜く！

電源ブラグ 
を抜く

そのまま使用すると、 
火災•感電をおこす 

おそれがあります

■煙が出ている、変な 

においや音がする等の 

異常状態の場合は、 
電源スイッチを切り、 
電源プラグを抜く！

火災•感電の原因とな 

ります：
•お買い上げの販売店に、

電f三^7グ修理をご依頼ください 
を抜く

日本機の内部に水などが入つ 

た場合は、電源スイッチを 

切り、電源プラグを抜く！

電源プラグ 
を抜く

そのまま使周すると、 
火災-感電をおこす 

おそれがあります

I電源］-ドが傷んだ場合は、 
交換を依頼する！

0 そのまま使周すると、 
火災-感電をおこす 

おそれがあります 

•お買い上げの販売店に、 
こ相談ください

I本機の内部に異物が入った 

場合は、電源スイッチを切り、 
電源プラグを抜く！

¢1
を抜く

そのまま使屈すると、 
感電•事故をおこす 

おそれがあります：
電源フフグ•お買い上げの販売店に、 

ご相談くださし、

お手入れについて
■電源プラグのほこり等は 

定期的にとる！

❽ プラグにほこりがたまる 

と、湿気等で絶縁不良と 

なり、火災の原因となり 

ます
•電源プラグを抜き、乾い 

た布で拭いてください



安全上のご注意 必ずお守りください。

使用方法について7 △警告
a本機の上に水の入った容器、 
小さな金属物を置かない！

E機器の開口部から異物を差し 

込んだり、落とし込んだりし 

ない！

■本機を改造しない！

こぼれて、本機内部に入 
(ると、故障や事故をおこ

'^y すおそれがあります
禁止

火災•感電のおそれがあ 

ります

禁止

火災•感電の原因となり

分解禁Jh

函水場で使用しない！ フタ•キヤビネツト• 
カバー等をはずさない！

0機器がぬれたり、水が 

入らないようにする！

/C^火災•感電の原因となり

水場使用禁止

f^\感電の原因となります 
v X; •点検•整備.修理は、 

^^ お買い上げの販売店に、
ご依頼ください:

火災•感電のおそれが 

ぁります：
r 雨天•降雪•海岸•

^ ^ 水辺での使用は、特に 

ご注意くださし、。

翅電源コード•電源プラグが 

®員するようなことはしない！ 
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無理に 

曲げたり、ねじったり、引っ 

張ったり、重いものを載せた 

り、束ねたりしない！

a表示された電源電圧以外は 

使用しない！

火災•感電のおそれが 
(X；ぁります。

禁止

■指定のカバー以外は、
外さない！

感電の原因となります。
(jO •点検•整備•修理は、 

お買い上げの販売店に、 
分解瓢ご讎くださぃ。

傷んだまま使用すると、
(NJ感電•ショ-卜•火災の 

原因になります。
示止 •コードやプラグの修理 

は、お買い上げの販売 

店に、ご相談ください
V_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _

■電源プラグは、根元まで 

確実に差し込む！

感電の原因になります

設置について A注意
I電源コードを熱器具に近づけ 

ない！

禁止

コードの被覆が溶けて、 
火災.感電の原因となる 

ことがあります：

B油煙や湯気が当たる場所に ■湿気やほこりの多い場所に
置かない！ 置かない！

火災.感電の原因となる 
vs\/ことがあります：

火災•感電の原因となる 
(>v/ことがあります。

禁止 禁止 ノ

B



安全上のこ注意 f必ずお守りくださIA

A注意設置について

圈電源コードを下にたらさない！ □プラグを抜く時は、電源 

コードを引っ張らない！
I本機の通風孔をふさがない！

禁止

ふれたり、引っかけたり 

すると、落ちてけがをす 

るおそれがあります
禁止

屈持ち上げや移動には、 
十分注意する！

コ-ドが傷っき、
火災•感電の原因となる 

ことがあります 

必ずプラグを持って抜い 

てください
禁止

Q 落としたりすると、 
けがの原因となります 

• 10kg以上の機器は、
2人以上で持ち上げる 

など、憤重に取り扱つ 

てくださし、

通風孔をふさぐと内部に 

熱がこもり、火災の原因 

となることがあります 

次のような｛吏い方はしな 

いでください 

•本機を風通しの悪い所 

に押し込む-
•テーフルクロスを掛け 

たり、じゅうたんや布 

団の上に置く

使用方法について お手入れについて
r~

上に重し■を置かない！ 0本機に乗らない！

バランスがくずれて、
下し、けかの原因と 

なります
禁止

倒れたり、こわれたりし 
(X/ T,けがの原因になりま

禁止T

H長期間使用しない時は、
安全のため電源プラグを 

コンセントから抜く！

B移動させる場合は、
電源スイッチを切り、
ブフグを抜き、外部の 

接続コードをはずす！

火災の原因となることが 

ぁります。

■プラグ 
を抜く

コ-ドが傷つき、
ffic"火災•感電の原因となる 

ことがあります-
li原プラグ 
を抜く

■カセツトテープ挿入口に、
手をはさまれないように 

注意する！

けがの原因となります.

^指に注意

■お手入れの際は安全のため、 
電源スイッチを切り、
電源プラグを抜く！

電源ブラグ 
を抜く

火災-感電の原因となる 

ことがありますc

■1年に1度くらいは、 
販売店に内部の掃除の 

相談を！

〇 本機の内部にほこりがた 

まったまま、使用し続け 

ると、火災•故障の原因 

となることがあります。



前面パネル部
卜挿入口 カウンタディスプレイ
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•翁 0

POWERスイ
〕内の数字は参照べージです,

（上のイラストはAG-DS555です〇）

1 レベル調整部
Audio （CH1）レベルメータ 

Audio （CH2）レベルメータ.

Audio(CHl)NORMAL LEVELつまみ
(AG-DS555のみ)
Audio(CHl)Hi-Fi LEVELつまみ. .
(AG-DS555のみ)
Audio(CH2)NORMAL LEVELつまみ
(AG-DS555のみ)
AudiQ(CH2)Hi-Fi LEVELつまみ. .
(AG-DS555のみ)

'CH1音声レベルを表示〔17〕
•CH?音声レベルまたはトラッキングレベル/ビデオ 

レベルを表示〔17〕
ノーマル音声CH1の録音レベル調整〔17〕

’Hi-Fi音声CH1の録音レベル調整〔17〕

ノーマル音声CH2の録音レベル調整〔17〕

Hi-Fi音声CH2の録音レベル調整〔17〕

2 機能表示ランプ部 

WIDEランプ. . . . . . . .
カセツトインランプ（_ ）……
S-VHSランプ〔云VJK）. . .

Hi-Fiランプ. . . . . . .
DOLBY' NRランプ. . .
FRAMEランプ. . . . . .
LIMITER ランプ（AG-DS555のみ）- 
C：H2-TCランプ. . . . . . .

SERVOランプ. . . . .
CTL/TC/U巳ランプ. . .
LTC/AUTO/VITC ランプ

•WIDE信号記録、WIDEテープ再生時に点灯 

•カセットを挿入すると点灯 

S-VHSモード時に点灯 

•H卜Fi音声記録•再生時に点灯 

ドルビーNRシステム使用時に点灯 

フレー厶•□ック時に点灯 

オーデイオリミッタON時に点灯 

■オーデイオCH2をLTCトラックとして使用時Iこ 

点灯
サ_ボ•ロック時に点灯
選択されたカウンタ表示のモードが点灯
選択されたタイムコードのモードが点灯

3
マイクロホン部（AG-DS555のみ）

MIC 端子（CH1/CH2）. . . . . . . M6外部マイク用接続馮子〔54〕



4へッドホン部
HEADPHONES端子. . . . . . . . . . M6のステレオへッドホン用接矮端子〔19〕

HEADPHONE LEVEL調整つまみ. . . ヘンドホンの音置調整〔1S〕

5画質調整部
TRACKING調整つまみ. . . . . . . . . . ノイズv立置を調整〔19〕

VIDEO LEVEL調整つまみ（AG-DS555のみ）……入カビデオレベルを調整（プッシュ.プル方式）〔16〕 
PICTURE調整つまみ. . . . . . . . . . . 再主:！質のソフト/シャープを調整

6基本操作部
E□ ITボタン（AG-DS555のみ）. . . . . . . . . PLA Yボタンと同時使罔で堤集開始〔31〕

PLAYボタン. . . . . . . . . . . . . . . 再生開始〔18〕
RECボタン（AG-DS555のみ）. . . . . . . . . PLAYボタンと同時使罔で録画開始〔16〕
PAUSE/STILLボタン. . . . . . . . . . 苒生は静止画、録画時は一時停止
EJECTボタン. . . . . . . . . . . . . . カセットの取出し
REW（PAGE DOWN）ボタン. . . . . . テープの巻戻し、MENUモード時はページダウン

〔36〕
STOP（DATA）ボタン. . . . . . . . . . すべての動作の停止、MENUモード時はデータ設定

〔37〕
FF（PAGE UP）ボタン. . . . . . . . . . テープの早送り、MENUモード時はページアップ

〔36〕
SEARCH（SET）ボタン. . . . . . . . . サーチの実行.解除、MENUモード時はメニュー設

定、丁巳C SE丁時は標準レベルに設定〔20〕〔28〕〔38〕

SEARCH/JOGダイヤル. . . . . . . . フーチ送度の調整（外‘IタイヤルはSHUTTLEモ
—ド、巧HP:タイヤルはJOGモード）、MENUモード 

時はメニュー選択、丁巳C SET時はレベル設定
〔20〕〔26〕〔36〕

*ドルヒーノイスリタクションはKルビーラボラトリースライ它ンシンクコーポレーションからの実Jg嗜に基づき釦造されています。 
トルこ一、DOLBY及ひタフル匚）15号〇〇ぶs.ンビーラ;*:ラ、しースラィ之ンシンクコーポレーションの登録商霈です。



前面パネル部（つづき〕

Panasonic
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内の故字は参照べーシです＜ 矢印の方向にネシを回すと力八一がとれます。

編集設定部（AG-DS555のみ）/TBCモード設定部

ASSEMBLE (VIDEO LEVEL)ボタン

INSERT VIDEO(SET UP)ボタン

INSERT AUDIO-CHI (CHROMA LEVEL)ボタン 

INSERT AUDIOCH2(HUE)ボタン…•

RESET(YC DELAY)ボタン

CTL/TC/UB(SYSTEM H PHASE)ポタン

LTC/AUTO/VITC(SYSTEM SC PHASE FINE)ボタン

ON SCREENOYSTEM SC PHASE COARSE)ボタン

•アセンブル編集の設定、T巳Cモード時はビデオレべ 

ルの設定〔26〕〔30〕
映像信号/Hi-Fi才ーデイオのインサート.■集の設定、

丁巳Cモード時はセットアップレベルの設定 

〔26〕〔30〕〔34〕
•ノーマルオーディオCH1のインサ_卜_集の設定、

T日Cモード時はクロマレべルの設定〔26〕〔30〕〔34〕 

•ノーマルオーディオCH2またはTCのインサート編 

集の設定、T巳Cモード時はヒューの設定〔26〕〔30〕〔34〕 

カウンタのリセット、T巳Cモード時はYCデイレー 

の設定〔21〕〔26〕〔32〕〔51〕

•カウンタ表示モードの切替、T巳Cモード時はシステ 

厶Hフェーズの設定〔26〕〔32〕〔49〕〔51〕

タイ厶コード読み取りモードの切替、T巳Cモード時 

はシステムSCフェーズ微調の設定〔26〕〔49〕〔51〕

■モニターテレビにデータを表示、T巳Cモード時はシ 

ステムSCフエーズ粗調の設定〔24〕〔26〕

8機能設定部
CH2 METERスイッチ. . . . . . . . . . . トラッキング/ビデオメータとオーディオCH2の切替〔16〕

AUDIO MONITORスイッチ. . . . . . . . モニタ音声のチャンネルを選択〔22〕

AUDIO MONITOR（METER）スイッチ……モニタ音声の種類を切替〔17〕〔22〕

AUDIO OUTスイッチ. . . . . . . . . . . 出力音声の種類を切替〔22〕

INPUTスイッチ（AG-DS555のみ＞. . . . . . . 映像入力信号の切替〔24〕

□ NRスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . DNR作動スイッチ（Y、Cそれぞれのレベルはセット

アップメニュー画面で設定）〔23〕

T巳Cスイッチ. . . . . . . . . . . . . . . . . T巳C（タイムべースコレクタ）の切替〔23〕

DIAL MODEスイッチ. . . . . . . . . . . サーチダイヤルのモードを切替〔15〕〔20〕〔26〕〔36〕

MEMORYスイッチ. . . . . . . . . . . . . CONTROLスイッチ「LOCAL」時はメモリモー

ドの切替え、C〇NTROLスイッチ「REMOTE J寺は 

_集時の切替（34ピンコント□—ラのみ）〔21〕〔23〕〔31〕 

CONTROLスイッチ. . . . . . . . . . . . リモート/口ーカルの切替〔24〕〔51〕

10



カウンタディスプレイ部
DIAL MODEスイッチが「SEARCH」の場合
CTL/TC/U 巳 

ホタン カウンタディスプレイ表示 備考

CTL

TC

U巳

Q

□
1 I部分は、
□ Fでし）
NDFで（：）

CTL福間時で（〕（: 

なります。

DIAL MODEスイッチが「MENU」の場合

モード カウンタディスプレイ表示 備考

SELECT PAGE

SET PAGE 不です。

］部分は、点滅表

TC PRESET

U巳 PRESET

入力桁が点滅表示しま 

To （AG-DS555のみ）

アワーメータのディスプレイ表示
RESETボタンを揮している間以下の項目が交互に表示されます。

モード カウンタテイスプレイ表示 備考

キヤブスタン 

回転積算時間
「 〇n on n 11
L u u u u u

CONTROLスィッ 

チをREMOTE側に 

して、DIAL MODE 

スイッチをMENU f.

にします。

総ドラム
回転積算時間 d SS S3 Ein

VITC POSITION表示
RESE丁ボタンを探している間以下の項目が表示されますc

モード カウンタデイスブレイ表示 備考

VITCの位Sが読み 

取れた場合 3E： • SS i
CONTROLスイツチを 

REMOTE側にして、 

DIAL MODE スィ 

ツチをSEARCH1P. 

にしますc

VITCの位圏が読み 

取れなかった場合 • - • - - i

11



後面ノ Kネル部

5 6 8

〔.冽のk字は参照べージです。

映像入力信号部
S卜VIDEO IN端子（AG-DS555のみ）-

REF VIDEO IN端子- - - - - -

LINE IN端子(AG-DS555のみ)

•S卜VIDE◦信号の入力，子〔57

•外部基準信号（ブラック八ーストつ刀ラーパー信号）
の入力端子（ループスルー750終尸スイッチ付）
•陝像信号の入力端子（ループスルー75□終端スイッチ付）

映像出力信号部 

SI-VIDEO OUT （1.2）端子
VIDEO OUT (1.2)端子-_

_S卜VIDE◦信号の出力戸子：57 

-映像信号の出力il実子

リモート信号部 

TBC REMOTE端子 

REMOTE9P端子一

-T巳Cリモートコントローラの月子 

-編集コント□ーラ（9P）などの?妄$連子〔55〕

12



モニタ出力信号部 

VIDEO MONITOR端子 

AUDIO MONITOR端子
•映像モニタ信号の出力端子 

-苜声モニタ信号の出力端子

音声入力信号部(AG-DS5550^)

入力音声レベルスイッチ- - -
NORM/Hi-Fi音声入力端子 

Hi-Fi音声入力端子- - - -

■入カレベルー6/0/+4d巳sに切り替えます。 

-NORM/Hi-Fi音声(CHI/2)の入力:考子 

-Hi-Fi音声専罔入力端子

音声出力信号部 

NORM/Hi-Fi音声出力端子 

Hi-Fi出力端子- - - - - -
-NORM/Hi-Fi音声(CH1/2)の出力筑子 

•Hi-Fi音声専罔出力端子

タイムコード信号部 

TIME CODE IN端子(AG-DS555のみ).

TIME CODE OUT端子- - - -
.タイムコード信号の入力商子 

•タイムコード信号の出力誇子

電源回路部 

SIGNAL GND端子

AC IN端子­

- ノィ ス軽減のrこめ接続機器の信号アース男子と接続しま 

すs安全アースではありません：
•AC100Vの電源コンセントに接続

lc



電源投入のしかた

fc] kr I r I「•11" i

® ® -p：- •:0.- -:〇:- -O:-. Qj tj Lll

◎翁縣ft#

•ON SCREEN 

ボタン

POWERスイッチを押します。

電源が入ります。

■後面のVIDEO MONITOR OUT茜子からの映像に、 
「Panasonic」のロゴをスーパーインポーズします。

Panasonic- - - - - r " ' . - ■-

る琿合は表示-*-.ません。

■カセツトを揮入すると、表示は消えます。
（ON-SCREENボタンを押すと、以下のような表示になり 

ます。）

タイムデータ種類 タイムテータ

CTL 00:00:00:00 

STOP

VTRのモート

VTRの動作モードは、ダイヤルメニユー機能の項目（N〇. 4004） 

が「ON」の場合のみ表示されます。

k ■エラー表示がディスプレイに出ている場合は、ただちに操作 

を止め59ページをお読みください。



カセツト挿入のしかた
2

□ id tj H 

[T| H H 日

Q Q Q B Q^§ Q •◎.愈•縣翁©

1 DIAL MODEスイッチを「SEARCH」側 TBC

にします。 SET

3こ）IAL MODEスイッチが「MENU」側になっていますと、 SEARCH
MENU

bd 4«-

タイヤルメニュー機能以外の操作は行えなくなり、「丁巳c
SE丁」側になっていますと、PLAY、STOP、FF、REW、 

EJECT、REC、PAUSE、EDI丁以外の操作は行えな 

くなります。

DIAL
MODE

カセツトテープを挿入するには
カセツト挿入口にカセツトを入れ、カセツトの中央部をゆっく 

り押します。
カセツトインランプが表示管に点灯します。

カセツトテープを取り出すには
EJECTボタンを押します。
カセツトが出てきますので、まっすぐに引き抜いてくださいc 
カセットインランプが消灯します。

EJECT

ノー ト （AG-DS555のみ）

誤記録防止のためには
つめを折ると、録画が禁止されます。

再度記録する場合
折れたつめの部分に、セロ八ンテープを貼ります。

15



記録のしかた(AG-DS555のみ)

2

◎ ◎ s ❹◎ ◎
fcjぬ H [H Q

SHE]

各スイッチ設定をします0依〜24ベージ参照) 

C〇NTR◦しスイッチ0 rLOCALj

DIAL MODEスイッチ〇 「SEARCH」

カセツトを挿入します。(!5へージ参照)

記録用カセットは、誤消去防止用つめが折れていないことを確 

認してください。

録画レベルを調整します。
(1) CH2 METERスイツチを「VIDEO .TRACKING」 

側にします。

(2) 自動調整の場合
VIDEO LEVEL調整つまみを拝し込んで下さい。
録画レベルが自動的に調整されます。

(3) 任意調整の場合
VIDEO LEVEL調整つまみを引き出して回します。

適性録画レベルはメータの〇てす。

HAudiO (CH2)レベルメータは、記録時には録■レべ 

ルを表示します。

VIDEO
TRACKING
AUDIO
CH2

CH2 METER

VIDEO

16



©翁:•縣翁#
SHE

4

音声記録レベルを調整します。
0） CH2 METERスイッチを「AUDIO CH2」側にします。

（2） 調整する音声の選択
AUDIO MONITOR （METER）スイッチを切り替え 

ます。
Hi-Fi : H卜Fi音声レベルがメータに表示されます。 
NORM:ノーマル音声レベルがメータに表示されますc

（3） レベルの調整
各レベル調整つまみを回して、レベルメータの「0」の位置 

を超えない範囲で、最も大きい埴に調整します。
■ノーマル音声■レベル_は、タイヤルメニュー機能「A U DI 〇 

LIMITER」（項目NO.3002）を「OFF」にしてから行
つてください。

VIDEO
TRACKING
AUDIO
CH2
日

CH2 METER

Rfer

NORM

AUDIO MONITOR

m2.

5 RECボタンを押しながらPLAYを押します。
記録が開始されます。

REC

ノー ト■AUDIO LIMITER機能、ドルビーNRシステムを作動させる場合は、ダイヤルメニュー機能て段足 

します。（42ページ参照）
•AUDIO LIMTER機能を作動させると、記録時に過大入力があっても、自動音1制限回路が.|:い 

て歪みのない音声を記録できます。
•ドルビーNRシステムを作動させると' 雜音の少ない！！音再生ができます。

EIHi-Fi音声を記録する場合は' タイヤルメニュー機能のrH|-FI REC」（項目N口.3003）を「〇Nj 

にします。
■タイヤルメニュー機能「hH-FI INPUT SELECT」（項目N〇.3004）でHi-Fi音声の入力芹子を 

切り替えることができます。
また、Hi-Fi音声を記録しない場合は、レベル調整を「〇」にTるたけでは不十分ですので、必ず「H卜FI 

RECj （項目NO.3［）03）をrOFFjにしてくだごい。

■外部同期信号に同期させて記録する場合は' ダイヤルメニュー機能の「SYNG」（項目N〇.1001）を 

「EXT」にしてください。 17



再生のしかた

Pm f* i i" i

S lli E3® ® -o： -d-

◎蟲縣縣#

1
各スイッチ設定をします0 （巧〜24へージ参照〉 
CONTROLスイッチ〇 「LOCAL」

DIAL MODEスイッチ〇 「SEARCH』

2
カセツトを挿入します。〇5ベージ参照）

既に、映像.音声が記録させているテープを挿入します＜

PLAYボタンを押します。

再生が開始されます。
PLAY



4

H H 0

日H H◎ ◎翁# ◎

トラッキングを調整します。
(1) CH2 METERスイッチを「VIDEO • TRACKING」 
側にします。

(2) 通常は
TRACKING調整つまみを中夭のFIX点で再生を行ってく 

ださい。

VIDEO
TRACKING
AUDIO
CH2

日

CH2 METER

TRACKING

(3)本機以外のVTRで記録されたテープを再生する場合
TRACKING調整つまみをゆつくり左右に回し、 
TRACKING メータの針が最大になるように調整します。

ノー ト■ドルビーNRシステムで記録さCたテープを再生する場合は、ダイヤルメニュー機能でドルビ—NRシ 

ステ厶ONの設定をします。(こ2へージ参照)
■再生時にトラッキングがずれるこ、Hi-Fi音声が記録されていても、Hi-Fiランプは消灯しHi-Fi音声 

は出力されません。

■へッドホンを使用する場合
八イインピーダンスのヘッドホンを接続すると、音置レベル 

がかわる場合があります。

■外部同朝信号に同期させて再生Tる場合は、ダイヤルメニュ 

—機能の「SYNC」を「EXT」(項目NO.1001)にしてく 

ださい。

HEADPHONEHEADPHONES
しEVEし
if空つまみ



サーチ操作について

〇 翁#

& {0} -5?

Qj tj E]

Eu i^J irJ

1 DIAL MODEスイッチが「SEARCH」側 

であることを確認してください。

TBC
SET

SEARCH
MENU
日

DIAL
MODE

2 SEARCHボタンを押します。

SEARCHボタン、PLAYボタン、PAUSE/STILLボタ 

ンが点灯し、サーチ可能状態になります。

SEARCH

3 サーチダイヤルを操作します。
内側ダイヤルのJOGモードと外側ダイヤルのSHUTTLEモードがあります。

■右に回すと正方向再生（FW□ランプ点灯）、左に回すと逆方向再生（REVランプ点灯）になりますc

（1）JOGモードの場合

外側ダイヤルの位置を中央にします。内側ダイヤルを回す速度 

に応じて、静止画〜±1倍速再三まで操作できます。回i云を止め 

ると、常に静止画像になります。
（P） SHUTTLEモードの場合

外側ダイヤルの回す角度に応じて、〇〜±32倍速まで再生速度を 

操作できます。（ただし、テープの始終端付近では、テープ保護 

のため低速サーチ状態になります。）中央位置（クリック点）で 

は静止画像になります。

ノートHCONTROLスイッチは「LOCAL」側にしておきます。
■SHUTTLEモードの場合、再度電源を入れたときは、ダイヤルを中央位置（クリック点）まで一度 

戻してから操作してください。
■ダイレクトサーチモードを設定する場合は、ダイヤルメニュー機能「DIRECT SEARCH」（項目 

N〇.1005）を「ON」にします。（39ページ参照）

20



AUTO STOP機能について

H H ED

:ア.:::'f.: H h r^i

o翁縣森#

32

自動停止させたい位置でRESETボタンを押します。
テープカウンタが「0 : 00 : 00 : 00」になります。 RESET

MEMORYスイッチを「AUTO STOP」側にします。 AUTO
STOP
OFF

AUTO
(CUTOUT)

MEMORY

早送り、巻戻しを行います。
テープカウンタが「0:00:00:00」付近になると、自動停止します。

REW FF

I ◄clまたはI

ノー トBAUTO STOP機能は以下の場合衝きません。

• CONTROLスイッチが「REMOTE」の場合 

春CTL/TC/U巳ボタンが「CTL」以外の場合 

參DIAL M〇DEスイッチが「MENU」の場合



音声系のスイッチ設定

|R—ft—

1 1- - - - -

L^J L^lJ □ QHQ 

◎ ◎❹•:D:. .:Q:. E]日 Q 日 卜0
1- - -

◎:•森# 1 G 3 ^ ^0

2 3

AUDIO MONITOR （METER）スイッチの設定

レベルメータに表示される音声と、前面のへッドホン端子や後 

面のAUDIO MONITORS子から出力される音声を選択しま 

す。
Hi-Fi : Hi-Fi音声が選択されます。
NORM:ノーマル音声が選択されます。

IMETERi

Hi-Fi [ 

NORM

AUDIO MONITOR

2 AUDIO MONITORスイッチの設定

前面のへッドホン端子と後面のAUDI〇 MONI丁〇R端子から 

出力される音声チャンネルを選択します。

CH1:CH1の音声が出力されます。
MIX : AUDIO MONI丁〇R端子からは、CH1とCH2の混 

合音声が出力され、ヘッドホン端子からは、左側はCH1、 
右側はCH2の音声が出力されます。

CH2 : CH2の音声が出力されます。

CH1
MIX
CH2

AUDIO MONITOR

Iダイヤルメニュー機能の「AUDI〇 CH2」（項目NO.3[]06） 
が「LTCjに設定されているときは、ノーマル音声CH2か 

ら音声は聞こえません。

AUDIO OUTスイッチの設定

後面のAUDIO OU丁（NORM/Hi-Fi）端子から出力される 

音声を選択します。
Hi-Fi : Hi-Fi音声が出力されます。
NORM:ノーマル音声が出力されます。

Hi-Fi

NORM

日

AUDIO OUT

22

ノー ト音声を記録する場合は、タイヤルメニュー機能の「H卜FI RECj （項目NO.3003）を「ON」に 

します。（AG-DS555のみ）
ON : Hi-Fi音声とノーマル音声を記録します。
OFF : ノーマル音声を記録します。



映像系のスイッチ設定

1 - - - - - - - U U—- - - - - - -

I_ _ 1
l ^~~ □ □ CD a cd a a o

L^J □ E] h q 

◎ ◎ □日□日 |普■ ◎ 3 5 s s a 00§ ©B -

^- - t- - rr 丁 し--厂

124

DNR （ディジタルノイズレデューサ）スイツ
チのIS定（TBCスイッチがON時のみ乍）

S/N比の劣化したテープを再生する場合、画質に応じたノイズ 

除去を行うことができます。（ただし、若干の解像度の劣化が発 

生します。）
•編集時は「OFF」にしてください。_集を重ねると画面が乱 

れる場合があります。
• DNR ONでダビングを重ねると残像がめだちます。

ON

OFF

日

DNR

■S/N比の改善度合はダイヤルメニュー機能の項目NO.2013と 

N〇.2014で設定することができます0

2 T巳C（タイムベースコレクタ）スイッチの設定

◦Nにするとジッターを抑えた映像信号を出力します。
□N : TBCが動作します。
OFF : TBCは動作しません。（パイパスモード）
•民生のVTRから信号を入力すると、映像出力信号の色が変 

化する場合があります。（テープの記録には影響ありません。）

ON

OFF

日

TBC

3 VIDEO LEVEL調整つまみの設定（ag-dssbs©^）
記録時のビデオレベルを自動調整します。

押す：自動調整します。
引く：自動調整しません。

VIDEO
LEVEL

4 MEMORYスイツチの設定（AG-DS555のみ）

CONTROLスイッチを「REMOTE」側にして、34Pコン 

卜□—ラで編集時に本機をソース機として使罔するのか、エデ 

ィタ機として使用するのかを選択します。

PLAY :本啜をソース機とします。

EDIT :本啜をエディタ賭とします。

LOCALPLAY

EDIT REMOTE

MEMORY CONTROL



その他のスイッチ設定

コ

5^] Qj [lI Lj

S} & {0} -6： Qu tj tj

Q B B ^ § g◎參縣# #

INPUTスイッチの設定（AG-DS555のみ）

編奧時は、入力信号によってスイッチを切り替えます。

S-VIDEO : SI-VIDEO IN端子に、入力された映像信号を 

記録する場合
LINE : VIDEO IN端子に、入力された映像信号を 

する場合

S-
VIDE0

LINE

INPUT

2 CONTROLスイッチの設定

REMOTE :コント□ーラなどで本機をリモートコントロー 

ルする場合、この位置にします。
LOCAL :本機の前固パネルで操作する場合、この位1に 

します。

BREMOTE時の本機の動作モードは、ダイヤルメニュー項目 

NO.5001で設定できます。

EDITI REMOTE
I

PIAY| 日 LOCAL

CONTROL

3 ON SCREENボタンの設定

VIDEO MONITOR汽子から出力されるビデオ信号に、タイ 

厶コードなどのスーパーインポーズ信号を付加する時に受用し 

ます。

ON SCREEN



TBC （タイムベースコレクタ）部の調整
丁日cを使用すると、ジッター（画面のゆれ）やスキユ_歪み（画面の上部が水平方向に曲がる現象）を 

低減することができます。
また、編集コント□—ラを使用してA巳□—ル編集（2台のソース機を使った編集方法）などを行う場合、 
誤差のない正確な_集を行うためには、システム接続後にT巳Cを調整する必要があります。
（TBCの調整は、接続ケーブルを交換した場合や接続を変えた場合などごとに調整しなおす必要があり 

ます。）

以下のよろに接続します。
REF 
(巳巳) PI

ンノース劈）

REF 
（巳日）

/
REF VIDEO IN

SO I

pa
（ソース懺）

VIDEO I 
OUT

REF(BB)

REF VIDEO I 
VIDEO OUT 

IN

PI IN P2 IN
REF IN

スイッチャ
RECORDER OUT

MONITOR OUT

REF

(BB) RECORDER

（エディタ提）
U

0 0 O I 
-

aef video in
VIDEO

IN

MONITOR OUT

モニター

TV
WFM

許モニ5-

①機器には同期信号発生器から外部リフアレンス信 

号を供給します。
e映像信号はコンポジット接続です。 REF(BB)-

この?本のケーフル 
は同じ長さにして 
＜ださい。

VSC

750

25



TBC （タイムべースコレクタ）部の調整（っづき）

旧

◎參縣#

Qj [u lJ

日LU日

4

23

TBCスイッチを「ON」に設定します。

3 DIAL MODEスイツチを「TBC SET」に 

設定します。
OTBC SET画面（第1メニュー）がモニタ出力されます。

•こ注意
ダイヤルメニュー機能の「丁巳C REM◦丁E」（項目N0.2015） 

が「REMOTE」になっている場合は、第1メニュー画面は出力 

されません。「TBC REMOTE」を「LOCAL」にするか、 

外部のT巳Cエンコーダで調整してください0

第1メニュー

TBC CONTROL

1. VIDEO LEVEL
2. SET UP
3. CHROMA LEVEL
4. HUE
5. YC DELAY
6. SYSTEM H PHASE
7. SYSTEM SC PHASE FINE
8. SYSTEM SC PHASE COARSE

4 単体での調整を行ないます。
本機のTBCは標準カラーパーにより、すでに調整されています。a 

常は「0」にてご使用ください。ご使用になるテープにより再調整さ 

れる場合は、下記のように行なってください。

•各項目は表示管の下の8つのスイッチ（TBCモード設定部）が罔 

かって左側より順番に対応してます。

（1） ご使用になるテープのカラーバーを再生します。

（2） 各項目を調整します。
調整を行なう項目のスイッチ（丁巳Cモード設定部）を押すこ、 
第2メニューが出力されます。
JOGダイヤルを回すと力ーソルが左右に移動し、調整できます。

第？ メニュー

TBC CONTROL NO.

1.VIDEO LEVEL

'一卜UTBC SE丁画面のメニューは、画面が停止していると調整することはできません。

26



（3）各項目を調整します。
ウエーブフォームモニタ（WFM）、べクトルスコープ（VSC） 

が以下のようになるように、各項目を調整します。

■WFM上の波形 BVSC上の波形

（4〕YC DELAYの調整（通常は調整不要です。）
再生されるテープのYC DELAYのズレ（色ズレ）；こ対して 

調整します。
1ステップで約70nsecの調整ができます。

（5） SYSTEM PHASEの調整
（DPIVTRで標準カラーパーを再生します。
標準カラーパーについては、販売店にご相談ください。
②PIVTRのSYSTEM PHASEを調整します。
ウエーブフォームモニタ（WFM）が以下のようになるように 

調整します。

A:ビデオレベル
1001REに調整します0 

巳：セツトアップレベル
ズレをなくすように調整します。 

C:クロマレべル
規定レベルになるように調整しま 

す。

ヒュー

VSCの王マークに入るようにin整 

します。

1)
2)
3)
4)

5)

WFMはINTモード0 0_1パ3に拡大します。
H SYNCの位置を確認します。
そのままWFMをEXTモードにします。
EX丁モードにすると、范呈のH SYNCの位置が'ずれる為、SYS 

PHASEつまみで先程の位置まで調整します。
（最初にHを調整します。次にSC COARSEで粗調整し、 
SC FINEで微調整をします。）
P? VTRのSYS PHASEも同様に調整します。

WFM上のS形

27



TBC（タイムベースコレクタ）部の調整（っづき）

メモ各項目の調整の内容
■VIDEO LEVEL 

HSET UP LEVEL 

HCHROMA LEVEL 

HHUE LEVEL 

HYC DELAY 

HSYSTEM H PHASE

□SYSTEM SC PHASE

:ビデオレベルを調整します。
:セットアップレベルを調整します。
:ク□マレべルを調整します。
:ヒューレベルを調整します。
:YCタイミングのずれを調整します。
:GEN LOCKのために外？?から入力される外部基準信号に対し、 

内蔵のSYNC GENのHGT目を調整します。
:GEN LOCKのために外§3から入力される外部基準信号に対し、 

内蔵のSC位相を調整します。
COARSE : 90°毎に4ステップ 

FINE :連続90°強のK回
fタルで360°をカバーしまI。

TBCの調整後は、DIAL MODEスイッチを 

「SEARCH」に戻します。
TBC
SET

SEARCH
MENU
日
DIAL
MODE

1一 卜■第1メニューが表示されているときにSEARCH（SET）ホタンを押すと、SYSTEM PHASE 

以外のすべての項目の設定値が初期設定に戻ります。
■第2メニューが表示されているときにSEARCH （SET）ボタンを押すと' その項目のみ、初期設定 

に戻ります。
■ T巳Cスイッチを「ON」に設定しているときには、垂直ブランキング期間の10ラインはマスク処理 

がON（固定）のみですので注意してください。（セットアップメニュー画面「V BLANKING 

SELECT」（項目NC1_200日）参照）
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編集操作を行5前に

fc] Po]
--〇? ｛〇｝ -0：

S H 0
tu tj id

編集とは、既に記録済のテープを使周して、別々の内容を一つにまとめた〇、不必要な部分を削除して 

必要な部分だけをまとめたりする作業のことです。
繊集モードには、アセンブル堤集とインサート編集の二つがありますが、実.等;:勇集操作を行ろ前に、 
以下の操作を行ってください。
(本賭単体での編集時は、CTL編集とな0タイムコード編集は行えません。)

各種調整•設定を済ませます。(巧〜叩ベ-ジ参照)

FRAMEL〇CKランプが次の状態で点灯するか確認してください。
(1) 編集したいテープを胃生します。
(2) ソース甓旬のTRACKING調整つまみで、TRACKINGメータが最大こ透れるように調整します。 
〔3)エディタ撻側のTRACKING調整つまみを、中央のクリック点に合わせます。
(4) エディタ餞側のタイヤルメニュー機能の「FRAME SERVO」(項目N〇.6005)をrON」に 

します。
(5) ソース睹割のFRAMEランプが点灯していることを確認してください。

•ランプが消灯している場合は、エディタ健側のダイヤルメニュー機能の「SYNC」(項目NO.1001) 
を「NORM」にしてください。

(6) エディタ健側のFRAMEランプが点灯していることを51認してください。
■〔RAMEランプが消灯していますと、_集画像が乱れる場合があります。

編集したい内容をモニタテレビで確認します。
再生実行甲にRECボタンを押します0

RECボタンを搾している間' E-E系画像を見ることができます。 
テープには記録されません。

■誤消去防止罔つめの折れた力TZットが挿入されている場合は、 
E-E系匡:象を見ることはできません。



編集モードの選択（AG-DS555のみ）

3n)

_Lu ■■ヒ
h=
1け「一——：

I.1—- J Cp ロロ ロ CD

L^J □ p [
® ® -O： -S： &： □ EJ t

^ a 

□日-u

—J

■ 0)

i〕 c

- - - - - - - -

⑵

1
編集の準備をしてください。
詳しくは前べーシの「編集操作を行う！:'こ」を参照ください。

2 PLAY状態またはPLAY/STILL状態にしてください。
PLAYボタンまたはPAUSE/STILLボタンを押してくださ-: play PAUSE STILL

編集モードを選択します。
（1〕アセンブル編集の場合
ASSEM巳LEボタンを押します。
ボタンは一度押すと点灯し、再度拝すと消灯します。

ASSEMJ

（2）インサート編集の場合
堤集を希望するINSERT （VIDEO. AUDI〇-CHI、 
AUDI〇-CH2）ボタンを選択します。
ボタンは一度抻すと点灯し、再度梓すと消灯します。 
点灯しているボタンの信号のみインサート__されます。

「VIDEO卜 CH1 M CH2 
^ ^
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手動編集の実行(AG-DS555のみ)

◎ ◎冊，

◎ •:ft.#愚#

□ "& 0 Q
Q LlJ LU

5 2

編集モードを選択してください。

詳しくは前ページの「_集モードの選択」を参照ください，

MEMORYスイッチを「OFF」にします。
「AUTO CUT OUT」側になつていると、カウンタディスプレイ 

が「0 ： 00 ： 00 : 00jで編集はカツトアウトされて停止してしまいます。

AUT0
STOP

OFF
AUTO
(CUTOUT)

日

MEMORY

サーチ操作で編集開始点を探し、静止画にします。
サーチ操作の詳しい説明は19ページを参照ください。

4 EDITボタンを押しながらPLAYボタンを押します。
約3秒間AUTO巳ACKし助走後、_集が開始されます。

EDIT PLAY

A
STOPボタンを押すと編集が停止します。 STOP

31



AUTO CUT OUT編集（簡易自動編集）_s555®み）

52

◎ ◎ {5- ：〇- :〇： -：0：-

〇 #縣翁#

Qj [u lJ

Qj tj

4

編集モードを選択してください。

詳しくは29ページの「編集モードの選択」を参照ください。

2 CTL/TC/U巳ボタンでCTLモードにします。

CTL/TC/U巳ボタンを搾すたひに、襖能表示ランプ部に 

「CTL」、「TC」、「U巳」がくり返し表示されます。

CTUTC/UB

サーチ操作で編集終了点を探し、静止画にします。
サーチ操作の詳しい説明は19ページを参照ください。 □

MEMORYスイツチを「AUTO （CUT OUT）」 
にします。

AUTO
STOP
OFF

AUTO
(CUTOUT)
日

MEMORY

RESETボタンを押します。

テープカウンタが「0:00:00:00」にリセットされます。この 

点が_集終了点になります。
RESET



旧旧

◎縣縣祿#

7

サーチ操作で編集開始点を探し、静止画にします。
サーチ操作の詳しい説明は2Cページを参照ください。 □

7 EDITボタンを押しながらPLAYボタンを押します。
約3秒間AUTO巳ACKし助走後、編集が開始されます。 EDIT PLAY

8 編集の終了
テープカウンタが「0 : 00 : 00 : 00」になると、目動的に、螟集 

がカツトアウトされます。

Eインサート_集の場合、自動的にカツトアウト点付近に戻り 

ます。

0： 00：00：00



スプリツト編集のしかた (AG-DS555のみ)

スプリツト編集とは、インサート編集中に編集信号をかえることですc

— -Ji E-

1... 匚
T3 - - - - - - - - - -  1 J 。I。口 CZ3 C=3 a

C 2一 □ El H □
◎ □日 H B □

〇 ##•©：•# 0：

インサート編集を実行します。
詳しくは30ページを参照ください。

2 編集信号を切り替えます。
操作例
VIDEO/Hi-Fi信号をインサート編集中に、AUDIO CH1音声を 

追加挿入する。

(1)VIDEO/hH-Fi信号をインサート_集中

VIDEO CH1—CH2
[ 3^

(2〕AUDIO CHIボタンを押します。

AUDIO CHI音声がインサート編菓されます。

(3〕再度AUDI〇 CHIボタンを梓します。

AUDIO CHI音声のインサート編集が終了します。

I VIDEO |~I cm H CH2

二i 〕ぐ I_)
へい、

1 VIDEO H CHI M CH2 |

zi )r ( j i ]

f一 卜■インサート編集中に、アセンブル編集に切り替えることはできません。
□アセンブル編集中に、インサート編集に切り替えることはできません。
■約3秒間のAUTO巳ACK中と助走中は、編集'言号を切り替えることはできません。



編集時のお知らせ（AG-DS555のみ）

_編_モードを設定しないでEDIT STARTボタンを押すと、編集モードボタン（ASSEMBLE、 
VIDEO Hi-Fi、AUDIO CHK AUDIO CH2）が6回点滅し、編集モードの選択を案内します。

■プリ□—ルのため編集開始点前には、最低3秒間は記録済部分が必要です。
テープ始端からの編集はできません。
通常、コントローラのプリ□—ル時間は5秒以上に設定してください。ただし調相編集を行わない場合 

は外部同期信号（EXT）を用いることによりプリ□—ル時間3秒での編集も可能となります。

アセンブル_集時
■編_終了点のあと、約2秒間は元の内容が消されてしまいますので、ご注意ください。

インサート提集時

■S-VHS方式で記録されているテープに、VHS方式でインサート編集すると、編集開始•終了点で 

画像が乱れます。
■コント□—ル信号を用いて、編菓を行いますので、編集区間はテープの記録済部分内で設定してくだ 

さい。

EE画面
NON V-FLOAT 

V-F しOAT

:外部同期信号とEE画面のV-SYNCの位置は一致し、映像の開始ラインが 

T巳Cなどの処理分遅れます。
:外部同期信号とEE画面のV-SYNCの位置は一致しませんが、映像の開始 

ラインとV-SYNCの関係は正規となります。

■ V-FLOAT時のEE画面は、垂直方向にわずかに動く場合があります。



ダイヤルメニュー機能の操作

旧旧

〇參:•###
■Q-： -0：

Qj [U l_!Ll

H El Q

1
DIAL MODEスイッチを「MENU」にします。

Hダイヤルメニュー機能以外の操作はできなくなります。
(本紫の動作は、タイヤルメニュー機能が表示される以前のモ 

—ドを保持します。)

ディスプレイの表示は以下のようになります。

TBC
SET

SEARCH
日MENU
DIAL
MODE

MONITOR VIDE◦端子に接続されているモニタに 

SETUP-MENU画面が表示されます。

JOGダイヤルを回して、設定項目を探します。
右に回すとNO.が1001—1002—1003—• • •のように増加し、 
左に回すと減少します。(選択されている項目が点減表示されま

SETUP-MENU NO.1001

01 SYNC -

03 TAPE PROTECTION
04 READY OFF MODE SELECT
05 DIRECT SEARCH
06 SHORT FF
〇ア AUTO REW

STILL TIME SELECT

Iベージ里位でメニューを切り替える場合は、FF (PAGE 

UP)、REW (PAGE DOWN)ボタンを挿します。

3日



◎ ◎
旧旧

餘縣翁#

□ HQ
Q H E3

3,4,5

3 希望の項目でSTOP (DATA)ボタンを押します。
ST〇Pボタンを拘している間、セツトアップ変更画面が表示されます。 
ディスプレイの表示は以下のようになります。

n

モニタの表示は以下のようになります。

SETUP-MENU NO.1001-00 

01 SYNC

NORM 〇点滅表示

STOP

STOP (DATA)ボタンを押しながら、JOGダイヤルを回します。
点滅表示が変わりますので、希望の値に設定してください。 STOP

STOP (DATA)ボタンから指を離します。 STOP

DATA \J

ノー ト■項目NO.2008と7010、7011は設定方法が異なります。(こ7ページを参照ください。)
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ダイヤルメニユー機能の操作（っづき）

◎ ◎ •〇： -0： {0? -〇：
旧^!

〇翁餘# #

日E 0
Q El B

6 3〜5の操作を繰り返します。
セツトアップ変更を行いたい項目は、すべて希望の値に設定し 

ます。

設定終了後、SEARCH （SET）ボタンを押します。
セットアップ変更が確定され、以下のメッセージが表示されます。

SEARCH

[SETUP-MENU END]

SET TO SEARCH POS

Hディスプレイ表示は通常のカウンタ表示に戻ります。

Q DIAL MODEスイッチを「SEARCH」に戻します。 TBC

U通常の画面に戻ります。 SET

SEARCH 1~1 ◄—

■ 7の項でSETボタンを押さないで、スイッチを「SEARCH」に MENU

戻すと、設定は培効になります。 DIAL
MODE

'一卜ntzットアップを初期設定（工場出荷時）に戻すには
SETUP-MENUが表示されているときに、RESETボタ 

ンを押します。以下のメッセージが表示されます。

r
SETUP-MENU INIT.SET

V

OK? (PUSH PLAY KEY)
ノ

PLAYボタンを押すと、初期設定に戻ります。

：8



SETUP-MENU画面について

操作•機能関係のセツトアップ
項 目 セ ットアップ値

檢能説明
N0. スーパー表示 NO. スーパー表示

1001 SYNC 00 NORMAL 同期信号を選択します。
01 EXT 00 :入力映像信号に同期します。

01:外部同期信号に同期します。

1002 STILL TIME SELECT 00 8 SEC STOP、STILLの状態で放置されたとき、

01 30 SEC テープ保讀のために自動的にTAPE

02 1 MIN PROTECTION MODEになるまでの三f

03 5 MIN 間を選択します。段定後次回のS TORSTILL 

より有効です。

1003 TAPE PROTECTION 00 READY OFF TAPE PROTECTION MODE時の動

01 AUTO ADVANCE 作を選択します。設定後次回のTAPE 

PROTECTION MO DEより有効てT0 

00 : READY OFFモードにな〇ます。

01 : STILL TIME SELECTで設定され

た時間を経過する度に約3フレーム送り、

約30分を過ぎるとREADY OFFモード 

になります。

1004 READY OFF MODE SELECT 00 □ RUM ROTATE READY OFF状態の動作を選択します。

01 DRUM STOP 00 :テープルージングでドラムが回転しまず。

02 UNLOADING 01 :テープルージングでドラムは停止します。 

0?:アンローデイングします。

1005 DIRECT SEARCH 00 OFF ダイレクトサーチモードを設定します。

01 ON 00 :サーチボタンを押すとサーチモードにな

0ます。

01:サーチボタンを拘さなくても、サーチダ

イヤルを操作すると、自動的にサーチモ 

—ドになります。

1006 SHORT FF 00 OFF テープ始端でのシヨートFF機能を設定します。

01 ON 00 :シヨートFF動作を行いません。

01:シヨートFF動作を行います。

1007 AUTO REW 00 OFF テープ終漓でのオートリワインド傲貶を設定

01 ON します0
00 :テープ終滴になると、停止します。

01 :テープ終端になると、自動的にテープ始

端まで巻き戻して停止します。

1008 AUTO BACK 00 OFF オートバックスペース録画機能の設定をしま
（AG-DS555のみ） 01 ON To

00 :通常のREC/PAUSE動作を行いまT。

01:PLAY/PAUSEモード中にRECボタ

ンを搾Tか記録中にPAUSE/STILLボ 

タンを押すと、テープが約3秒間巻き戻さ 

れて待機します。その後、PAUSE/ 

STILLボタンを押すと3秒間再生動作を 

行つてから記録が開始されます。

はc期設定を示しますc
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SETUP-MENU画面について（っづき）

陝像関係のセツトアップ
項 目 セ ットアップ値

機能説明
\〇. ス_ ノ、一 表不 NO. スーパー表示

三:；n IMAGE MODE SELECT 00 NORMAし 00 :通常使用時に選択します。輝度信号と色
01 EDIT 信号のノイズキャンセラーとCAC機能 

が動作します。

01 :編集時に選択します。

三:32 VIDEO MODE 00 AUTO 入カビデオ信号のカラーモードを選択します。
01 B/W 00 :入力信号により自動的に、カラー、白黒

モードを判断します。

01:強制的に白黒モードになりまT。

三:]4 P巳/EE SELECT 00 PB/EE STOPモード時、モニタに映し出される画

01 EE 像の設定を行います。

00 :再生画像が映し出されます。

01:EE画像が映し出されます。

三:05 WIDE MODE SELECT 00 AUTO WIDE 〇に対するVTRの動作を設定します。
01 WIDE 00 :記録時、入力信号にWIDE情報があると
02 NORMAL テープにWIDE IDを記録します。

再生時、テープにWIDE IDがあるとY/C 

出力信号にWIDE情報を付けます。

01:Y/C出力信号にWIDE情報を付け、記

録時、テープにWIDE 1□を記録します。

02 : WIDE情報を受け付けません。

三］ S-VHS REG 00 OFF 記録方式を選択します。
（AG-DS555のみ） 01 ON 00 : VHS方式で記録されます。

01:S-VHS方式で記録されます。（ただし、

S-VHSテープ使用時のみ）

三:]7 HSW BLANKING SELECT 00 OFF 再生時、SWITCHING部分のマスキング処

01 ON 理を行ろか設定します。

三:；］3 V BLANKING SELECT 11 OFF/ON 再生時、入力信号の垂直プランキング期間の

IE QFF/ON マスク処理を行うか各ラインごとに設定し

13 OFF/ON ます。
14 OFF/ON 11:11_LINE 17 :17_LINE

15 OFF/ON IE： 12_LINE 18 : ]8_LINE
16 OFF/ON 13 : ]3_LINE 19：19_LINE
17 OFF/ON 14：14_LINE （10:固定）

18 OFF/ON 15： I5_LINE

19 OFF/ON 16 :16 LINE

は初期設定を示します。
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映像関係のセツトアップ
項 目 セ ットアップ値

機能説明
NQ. スーパー表示 NO. スーパー表示

2010 DOC SELECT 00 3LINE-3D □〇Cを選択します。

01 3D ONLY 00 : 3Hまてを？次元DOC、それ以上を3次元

DOC

01: 3次元DOC （フィールド□〇C）

?011 FREEZE AT READY OFF 00 OFF READY OFFしたときに画面をフリーズす

01 ON るか選択します。
00 :フソーズしません。

01:フリーズします。

P0I8 FREEZE AT STOP 00 OFF PLAYからSTOPしたときに画面をフリー

01 ON ズするか選択します。
00 :フリーズしません。

01:フリーズします。

8013 Y-DNR LEVEL SELECT 00 OFF 輝度信号に対するDNRのレベルを設定します。
01 LEVEL 1 00 :輝度信号にDNR処理しません。

OP LEVEL ? 01 :輝度信号にレベル1のDNR処理をします。 

02 :輝度信号にレベル?のDNR辺理をします。

8014 C-DNR LEVEL SELECT 00 OFF 色信号に対するDNRのレベルを設定します。

01 LEVEL 1 00 :色信号にDNA処理しません。

oa LEVEL 2 01:色信号にレベル1のDNR処理をします。 

08 :色信号にレベル2のDNR処理をします。

2015 TBC REMOTE 00 LOCAL 丁日Cの調整モードを選択します。

01 REMOTE 00 : TBC SET宇て調整します。

01 :外部からのリモートコントロールになり

ます。

?019 T巳C CONTROL 00 V-FLOAT リファレンス信号にHを合わせ、入力信号に
SELECT 01 NO V-FLOAT Vを合わせるように、5部SYNCをフロー 

卜させます。

〇〇 :フ□—卜させます。

01:フロートさせません。

は初躬設定を示します:



SETUP-MENU画面について （つづき）

音声関係のセツトアッブ
項 目 セットアップ値

機能説明
NO. スーパー表示 NO. スーパー表示

3001 DOLBY NR 00

01

OFF

ON

DOLBY \Aシステムを設定しまT。

00 : DOLBY NR OFF

01:DOLEV NR ON

3002 AUDIO LIMITER 
（AG-DS555のみ）

00

01

OFF

ON

AUDIO _ MITER賭能を設定しま

0D :タノフミ/クな音屋がそのまま録音され
ますC

01:記録3こ活詩的に過大入力があっても、

自1?1吾t項回路が愈き歪の=い録音が 

行え云了：

（この•せ乾ぶノーマル音声のみ有功です〇）

3003 HI-FI REG 
（AG-DS555のみ）

00

01

OFF

ON

H卜FI苣声:：記録を設定します。

00 : ノーマ声のみを記録し、H卜FI音声を 

記録し玄12ん。

01 : H卜Fi吾民ノーマル音声ともに記録しま

Jo

3004 HI-FI INPUT SELECT 
（AG-DS555のみ）

00

01

HI-FI INPUT 

NORMAし INPUT

HhFI音声!i穿時の入力の選択を行います。

00 : HU-FIテっンネルにHU-FI入力子の音声

をd?-，まT。

01:H卜F,チ”ンネルにNORM/H卜FI入力 
端子の音sを記録します。

3005 CHI REG 
（AG-DS555のみ）

00

01

CHI

MIX

ノーマル音SCH1記録時の入力切り漠えを行 

います。

00 : CH:室宝を記録します。

01:CH\ をMIXした音声を記録しま

す。

3006 AUDIO CH2 00

01

AUDIO

LTC

ノーマル音巨CH2の切り換えを行います。

00 : CH£を*;UDIOとして使用します。

01 : CH5を_TCトラックとして使罔します。

は初期設定を示しますc
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スーパーインポーズ関係のセットアップ

項

NO スーパー表示

セツトアップ値

NO. スーパー表示
機能説明

4001 CHARACTER

BACKGROUND
00

01

スーパ_表示を5ながら 

選択します。

VIDEO MONITORS子のSUPER表示

のバッククランド状態を選択します。

00 :ブラック表示= LTCR 00 ： 00 ： 00 ： 00 

■ふちどり表示=mm mmmm

400? CHARACTER

H-POSITION
00

01

02

03

04

05

06

07

スーパー表示を=なから 

選択します。
VIDEO MONITOR瑞子のSUPER表示 

の水平方向位置を選択しますcNO.を大きく 

するに従って右方向へ移動します。

4003 CHARACTER

V-POSITION

00

01

oa
03

04

05

06

07

スーパー表示を見なから 

選択します。

VIDEO MONITOR端子のSUPER表示 

の垂直方向位置を選択します。NO.を大きく 

するに従って下万向へ移動します。

4004 STATUS

SUPER

00

01

OFF

ON
スーパー表示にVTRの動作モードを表示する 

か選択します。
00 :表示しません。

0!:表示します。

は初朗1$定（工場出荷時）を示します.-



SETUP-MENU画面について （つづさ）

リモート関係のセツトアップ
項 目 セ ットアップ値

機能説明
NO. スーパー表示 NQ. スーパー表示

5001 EJEGT/STOP 00 POSSIBLE REMOTEモード時、パネル部の

FNCTN REM. 01 NOT POSSIBLE EJECT/STOPボタンの動作を設定しま 

す。

00 :動作可能
01:動作不能

5002 SP DEVICE 00 OTHER TYPES 9P の DEVICE TYPE REQUES1

TYPE SELECT

•:-9Pリモート端子取付時のみ表示

01 S-VHS ID COMMAN□に対して返信するID CODE

を選択します。

00 :松下製以外のコントローラを接続する場

01:松下裂のコント□ー ラを接続する場合

5003 9P FF/REW MODE 00 LOADING 9PのFF/REW COMMAN□に対する

モート端子取付時のみ表示 01 UNLOADIMG VTRの動作を選択します。

00 : 口ーデイング状態のままFF/REWしま 

す。

01:アンローデインクしてFF/REWします。

5004 34P SHTL 00 *10 34Pコントローラで舌.遇時のシヤトルの最高ス

MAX SPEED

■:-34P リモート端子（AG-IA834）
取付時のみ表示

01 *20 ピードを選択します。

00 :10倍速

01 : 20倍速

5005 34 P

CONTROLLER

TYPE

•:-34P リモート雄子(AG-IA834)
取付時のみ表示

00

01

TYPE-1 A750

A770

A8Q0

TYPE-2 A650

A500

A505

接続する34Pコントローラの機種を選択します。

00 : AG-A750、AG-A770、AG-A800

01:AG-A650、NV-A500' NV-A505

は初期設定（工場出荷時）を示します。
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編集関係のセツトアップ
項 目 セ ットアップ値

機能説明
NO. スーノ—表 示 ND. スーパー表示

6001 □ ROP/NQN-DROP FRAME 00 NON-DROP タイムコードまたはコントロール信号に打し

FRAME ての時間ズレ補正を設定します。
01 DROP FRAME 〇〇 : ノンドロップフレーム処理で、時間ズレ

襌正を行わず、30フレームで1秒として演 

算します。

01:ドロップフレーム処理で、カラー同期と

実時間のズレを涌正します。0、10、20、 

30、40、50を除く毎正分の開始からPフレ 

—厶（.00.01）をスキップします0

6002 AUTO PREROLL 00 NOT ENTERED IN点の登録されていないとき、プリロールコ

ENTRY 01 ENTERED マンドによりIN点を登録するか選択します。 

00 :登録しません。

01:登録します。

6003 PREROLL 00 0 SEC 9P*j御のプリロールタイムを0秒から15秒まで

TIME 01 i SEC iM?尺します。

04 4 SEC

05 5 SEC

06 6 SEC

10 10 SEC

15 15 SEC

6004 PLAY DELAY 00 0 FRAME PLAY動作開始時のPLAY DELAY時間

01 i FRAME をGフレームから15フレームまで選択します。

05 5 FRAME

10 10 FRAME

15 15 FRAME

6005 FRAME SERVO 00 OFF フレーミンクモードを設定します。

01 ON 00 : EIAスタンダード信号（RS-け0）に適

合しない信号が入力される場合は、この 

位置にします。フレーミンクは行われま 

せん。
01:EIAスタンダード信号（RS-け0）に適

合する.信号を入力する場合はこの位置に 
すると、フレーミンクが行われます。

は初期設定（工場出荷時）を示します。
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SETUP-MENU画面について（っづき）

項 目 セ ットアップ値
機能説明

N0. スーパー衣不 NO. スーパー表示

7001 TC INT/EXT SELECT 00 INT 外部にタイムコードを接境したときはEXTに

（AG-DS555のみ） 01 EXT します。

7002 TC MODE 00 REGEN TCのモードを選択します。

（AG-DS555のみ） 01 REC RUN 00 :テーブ上のデータと連続性を保つよラに

02 FREE RUN 1：作します。
01:内§3のプリセット値を用い、記録時のみ

歩進します。
02 : のプリセット値を罔い、常時歩進し

ます。

7003 VITC REC 00 OFF VITCの記録を行ろか否かを選択します。

（AG-DS555のみ） 01 ON 00 :行わない。

01:行う。

7004 VITC POSITION SEL-1 00 10 LINE VITC信号の挿入ラインを選択します。

（AG-DS555のみ） 01 11 LINE *N0.7005と同じラインは選択できません。 

（險接したラインを選択することもさけてくだ
05 15 LINE さい。）

06 16 LINE

07 17 LINE

08 18 LINE

09 19 LINE

7005 VITC POSITION SEL-2 00 10 LINE VITC:言号の挿入ラインを選択します。

（AG-DS555のみ） 01 11 LINE * NO.7004と同じラインは選択できません。 

（降接したラインを選択することもさけてくだ
07 17 LINE さい。）

08 18 LINE

09 19 LINE

7006 VITC REGEN 00 PLAY VITCのREGEN処理動作を選択します。

（AG-DS555のみ） 01 PLAY十REC 〇〇 : PLAY時にREGEN処理を行います。

01:PLAY及びオーディオの記録時に

REGEN処理を行います。

7007 TCG REGEN MODE 00 TC*U 巳 TCGがREGENモード時、REGENする

（AG-DS555のみ） 01 TC 信号を選択します。
02 U巳 〇〇:タイムコード、ユーザーズビットともに

REGENします。

01:タイムコードのみREGENします。

02 :ユーザーズビットのみREGENします。

7008 TC OUT SIGNAL REGEN 00 OFF TAPE INTERNAL REGENモードの時'TIME

01 REGEN CODE OUT端子から出力される波形を設 

定します。
00 :再生信号をそのまま出力します0

01:SERVO LOCK時のみ、再生信号を

REGENして出力します。

7009 U巳 BINARY GROUP FLAG 00 NOT TCGで発生するユーザーズビット使用状態を

SPECIFIED 選択します。

01 ISO 〇〇:キャラクタセットを指定しません。
CHARACTER 01:ISOB46, ISO2022に準拠した8-BITキ

02 UNASSIGNED 1 ャラクタセットです。

03 UNASSIGNED E 02/03 :未定義46



項 目 セットアップ値
機能説明

NO. スーパー表示 NO. スーパー表示

7010 TIME CODE PRESET 
（AG-DS555のみ）

00 画面を見ながらTCGのプ 

リセツトを設定します。

タイムコードジェネレータのプリセツト値を 

設定します。

00 ： 00 ： 00 ： 00-23 : 59 : 59 : 29 
初期値は現在のタイムコード値。

7011 U-巳IT PRESET 
（AG-DS555のみ）

00 画面を見ながらU巳Gのプ 

リセツトを設定します。

ユーザーズビツトのプリセツト値を設定しま 

す。

00 ： 00 ： 00 : 00-FF : FF ： FF ： FF 

初期値は現在のユーザーズビツト値。

7018 EXT VITC READ 

（AG-DS555のみ）

00
01 REC

EJECT+STOP+

REC

入カビデオ信号のVITCを読むモードを選択 

します。

00 : REC時のみVITCを読みます。

01:EJECT、STOP、REC時にVITC

を読みます。

7013 9P VITC TO DUMMY LTC

•:-SPUモート端子取付時のみ表示

00

01

OFF

ON

9PでのCURRENT TIME SENSEに対 

して、CH2 : AUDIOの場合の返答を選択し 

ます。

00 : REQUEST TIME DATA 

MISSINGを返答します。

01:VITCデータをLTCとして返答します。

7014 9P INTERPOLATED VITC

•:-SPl）モート端子取付時のみ表示

00

01

HOLD VITC 

INTERPOLATED

LTC

9PでのCURRENT TIME SENSEに対 

して、VITCのCTL補間値を返答する場合の 

返答方法を選択します。

00 : HOLD_VITC （74H I6H）で返答し 

ます。

01:INTERPOLATED^LTC （74H 

MH）で返答します。

は初期設定（工場出荷時）を示します。

2008/7010/7011の設定方法

I.項目N〇.2008、7010または7011に合わせて、STOPボタンを押します。
8. JOGダイヤルを回して、変更桁（点滅表示）を移動させます。
3. STOPボタンを押しながら、JOGダイヤルを回すと、N〇.2008はON/OFFが切り替わり、NO.7010と7011は値 

が変わります。
4. 設定終了後は、SEARCH （SET）ボタンを押します。

■項目NO.7010と7011の初期値は現在のタイムコード値が表示されます。（AG-DS555のみ）
RESETボタンを押すと、00 ： 00 ： 00 : 00にリセットされます。
■ダイヤルメニュー機能の「TC INT/EXT SELECT」（項目NO.7001）を「INT」および「TC MODE」（項目 

NO.7002）を「REC RUNjまたは「FREE RUN」に設定していないと項目NO.7010と7011は操作できません。 
（AG-DS555のみ）

■項目N〇.2008/7010/70in3、その設定モードに一度入ると、その項目以外の設定モードにもどることができません。 
設定終了後SEARCH （SET）ボタンを押す事によって、それ以前に設定された項目については、変更が確定されます 

が、SETボタンを押さずにスイッチを「SEARCH」に戻すと、以前の設定も辟効になります。



タイ厶コード/ユーザーズビットについて

タイムコ•ード
タイムコードとは、タイムコードジェネレータ（タイムコード信号発生器）によって発生されるタイム 

コード信号をテーブ上に記録し、タイムコードリーダ（タイムコード信号読取器）で' その値を読み取 

り、テープの絶対位置を時：分：秒：フレーム車位で表示するときに使罔します。テープの絶対位置が 

分かると、正確な編集や素早いサーチ操作を行うことができます。
タイムコードには、LTC （Longitudinal Time Code）とVITC （Vertical Interval Time 

Code）の二つのタイプがあります。
LTCは、テープ上のノーマル音声CH2用のトラックに記録されます。
テープ上の位置情報とユーザーズピット情報を記録することができます。

VITCは、映像信号の垂直ブランキング区間に記録されますので、ノーマル音声CH2用のトラックを使 

用しなくても、テープ上の位置情報とユーザーズビット情報を記録することができます。

テープ

LTCタイムコード（苜庠CH2） 

苣 SCH1

K像®号とHi-Fi音声 
VITCタイムコード

コントロール信号

タイムコードの値は、ディスプレイやスーパーインポーズで表示されます。

しTC R : 2

タイムコードモード 時 分 秒 フレーム

ユーザーズビット

ユーザーズビットとは、タイムコード信号のうちでユーザーに開放された情報枠のことです。オペレー 

タナンパーなどを記録させることができます。

しU巳R A 巳 CD E F 8 8

ユーザーズビットで使用できる文字は、〇〜9とA.巳.C.D.E.Fの16文字です。 

（力つンタディスプレイには、巳と□は小文字で表示されます。）
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タイムコード関係のスイツチ設定

◎ ◎ミ〇力｝
◎ •:ft###

Qj Cu lu

SHE]

CTL/TC/U日ボタン
デイスプレイに表示されるタイムコードモードを切り替えます。 
ボタンを押すたびに、設定されるモードが機能表示ランプ部に 

点灯します。
CTL : CTL （コントロール）信号の値が表示されます。

TC :タイムコード値が表示されます。
UB :ユーザーズビット値が表示されます。

CTL/TC/UB

LTC/AUTO/VITCボタンの設定

タイムコードの読み取りモードを切り替えます。
ボタンを押すたびに、設定されるモードが機能表示ランプ部に 

点灯します。
LTC :リニアトラックCH2に記録されているLTCのタイ 

厶コード信号を読み取ります。
AUTO :ス□一時にはVITCを優先的に、その他はLTCを優 

先的に読み取ります。
VITC : VITCだけ読み取ります。

LTC/AUTO/VITC

ダイヤルメニュー機能での設定
ダイヤルメニュー機能項目N〇.7001〜7009でタイムコード関係 

のセットアップを行えます。（4: cページ参照）

ダイヤルメニュー機能項目N〇.7010〜7011でタイムコード/ユー 

ザーズビットのプリセット値を設定できます。



タイ厶コード/ユーザ_ズビットの記録 （AG-DS555のみ）

任意（プリセツト）のタイムコード/ューザーズビツトを記録する場合
（1〕ダイヤルメニュー機能のrTC INT/EXT SELECT」（項目N〇.7001）の設定〇「INT」（こ6 

ぺージ参照）
（2）タイヤルメニュー機能のrTC MODEj （項目N0.7002）の設定二「REC RUN」（。ベージ参 

照）
（3〕ダイヤルメニュー機能項§N〇.7010または7011でプリセツト値を設定します。（47ページ参照）

□ 一丁Cタイムコードを記録しない場合は、ダイヤルメニュー機能の「AUDI〇 CH2j（項目N0.3006） 

を「AUDI〇jにします。dページ参照）
BVITCタイムコードを記録しない場合は、ダイヤルメニュー機能の「VITC REC」a_SNO.7CI03） 

を「〇FF」にしてください。（恥べージ参照）

編集テープ上に連続したタイムコードを記録する場合
（1） ダイヤルメニュー機能の「TC INT/EXT SELECT」（項目N0.7001）の設定。「.INTj （46 

ページ参照）
（2） ダイヤルメニュー機能の「TC MODE」（項目NO.7（］02）の設定〇「REGENj （45ページ参照） 

HLTCタイムコードを記!1しない場合は、ダイヤルメニュー機能の「AUDI〇 CH2」（項目N0_3006）

を「八1_）01〇」にします。（芯べージ参照）
■VITCタイムコードを記録しない場合は、ダイヤルメニュー機能の「VITC RECj（項目N0.7003） 

をrOFFjにしてください。（46ページ参照）

テープ上に記録されているLTCをダビングする場合
（以下の設定でダビングすると' LTCのタイムコード信号の劣化を防ぐことができます。）

（1） LTC/AUTO/VITCボタンの設定0「LTC」（4Sページ参照＞
（2） CTL/TC/U巳ボタンの設定。「TCj （Gへージ参照）
（3〕ダイヤルメニュー機能「TC MODEj （項目N0.7002）の設定〇「REGEN」（45ページ参照） 
（4）ダイヤルメニュー機能「TC OUT SIGNAL REGEN」（項目NO.7008） 〇「REGEN」（46 

ページ参照）
0この設定は、ダビング時のみの設定ですので、編集時には設定しないでください。



タイ厶コード/ユーザースビットの再生

◎ ◎

Fol Rr I

◎縣彝翁#

H LU EH
Qj t] Ld

1
CTL/TC/U巳ボタンで「TC」または「U巳」（: 

設定します。
TC ••タイムコードを再生します。

UB:ユーザーズビットを再生します。

CTL/TC/UB

l_TC/AUTO/VITCボタンの設定を行います。
LTC :リニアトラックCH2に記録されているタイムコード信号を 

読み取ります。
AUTO :ス□一時はVITCを優先的に、その他はLTCを優先的に読 

み取ります。
VITC : VITCだけを読み取ります。

■各モード共、タイムコードが読み取れなくなった場合はCTL信号で 

補間します。

LTC/AUTO/VITC

I 1

PLAYボタンを押します。

ディスプレイ表小 ,- - -

S0:S I:00Q0P

■[. I （ド□ップフレーム）

I •• I （ノンドロップフレーム） 

I （CTUS号で碼間中）

PLAY

PLAY中にVITCの挿入ラインを確認する場合。
CONTROLスイッチを「REMOTE」にし、RESETボタンを押 

します。

ディスプレイ表示

S- IS
（VITCが16、18ラインに痒入されている場合）

hd REMOTE

LOCAL

CONTROL

RESET
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スーパーインポーズ画面について

ON SCREENボタンを押すと、VIDEO M〇NITOR端子から出力される信号に、以下のようなス 

ーパーインポーズ信号が付加されます。
«ダイヤルメニューモード中はスーパーインポーズ表示はされません。

ブロンク1

1
フロック2

1
フD—ス表示

i
VTCR 23 ： 59 ： 59 ： 29 ^ F !

ASM I AUTO EDIT i W ；

个 t !

フ□ック4 フ□ック3 ワイト表示

ブロック1
タイムコードモードを以下の路称文字で表示します。

■ AG-DS555/AG-DS545

CTL :コントロール信号 

LUBR : LTCユーザーズビットの再三値 

VUBR : VITCユーザーズビットの再竺イ1 

LTCR :しTCタイムコードの苒生埴 

VTCR : VITCタイムコードの再生値

■AG-DS555のみ

TCG :タイムコードジェネレータ値

VUBG : VITCユーザーズヒノトのジェネレータ;1 

ETCG :外部タイムコードジェネレータ値 

LUBG : LTCユーサースこソトのシIネレータ頃 

EUBG :外部ュ_ザースヒノトのジェネレータ;1

ブロック2
タイムコード値を時：分：秒：フレームで表示します。（u巳時には、コロンを表示しません〇）

12 ： 34 ： 43 ： 21
T
（:）=ノンドロップフレームモード 
（.〕=ドロップフレームモード 
（）=タイムコード読み取り不可能

つ

ブロック3
VTRの動作モードを以下のように表示します。

■ AG-DS555/AG-DS545 

EJECT （イジエクト）

PLAY （再生）

STOP （停止）

FF （早送り）

REW （巻戻し）

STILL （一時停止）

READY-OFF （レディーモード解除）

■ AG-DS555のみ

REC （記録）

EDIT （編集）

EPLY （エディツトプレイ）



スーパーインポーズ画面について（つづき）

フロック；

1
フ□•ノク2

1
フリース表示

1
VTCR 23 ： 59 ： 59 ： 29 F

ASM AUTO EDIT w !

1
フロ‘ノク4

t
フ□‘ンク3

t
ワイド表示

ブロック3 （つづき）

サーチ速度も表示します。

JOG xxxxx （ジョグ）
SHTL xxxxx （シャトル）

xxxxx部分は、サーチ速度を表示します。

こ1/25—テープ速度（この場合ノーマル再生に対して1/25の送さで逆方向にサーチ）

* :正方向/一：逆方向

再生中に記B部分か玲ると、下の表示か点莨し.画像がフリーズにな〇ます，
FREEZE

ブロック4
エディットモードを以下のよろに表示します。

ASM （アセンブル編集）
V I 2 （インサート_集）：VIDEO、AUDIO-CHI、AUDI〇-CH2

'-（n ■ブロック3、プロック4およびワイドの表示は、ダイヤルメニュー機能の「STATUS SUPER」（項 

目NO.4004）を「ON」に設定したときだけ表示されます。

参老 ■ダイヤルメニュー機能（項目NCMOOl）で、スーパーインポーズのバックグランドの状態を変えるこ
とができます。（43ページ参照）
■ダイヤルメニュー機能（項目N0.4002、4003）で、スーパーインポーズの表示位■を移動させること 

ができます。（43ぺージ参照）



基本システムの接続
B本機一台で、類集（AG-DS555）/再生（AG-DS5^5）を行なう場合の接続です。

E3CONTROLスイッチは「LOCAL」側にしてください。
Hダイヤルメニュー機能のrSYNCj （項目NO.1001）を「NORM」に設定してください。

（ただし、LTCのタイムコードにより編第をする場合は、「LTC」にします。）

Bダイヤルメニュー機能の「AUDIO CH2」（項目N0.3M6）をrAUDIOjに設定してください。

カラービデオカメ
（AG-DS555のみ） モニターテ

音禹労器

（AG-DS555のみ）

〇 Q
一"7和

r-1 r »i i "1

:S>} &： -6： El ul] Qu

〇參縣# #

REMOTE!VIDEO

LOCALLINE

CONTROLINPUT



gp編集コントローラを使ったシステム
gp編集コントローラ（別売品）を使ってタイ厶コード_集を行うと、_集誤差のほとんどない精度の高 

い編実が可能です。
また、本機にはT巳Cが内蔵されていますので、システム喝集時にT巳Cのめんどうな配線をする必要が 

ありません。

エディタ機とソース機を1台ずつ使用したシステム

音声信号

K像信号（巳NC同蛇、こP S-VIDEO

Uモート リモート

ニニ□ 000 n •,/^v 
〇〇 00 0 6 Q 0QB ^ f
二 c . . . . . . . • ■ •

ソース劈
(AG-DS555/AG-DS545)

同苹這号発生器

9P 9P

AG-AB50

:TT ! L

~〇 □ Boa D :〇:
. . —. .ノ

エディタ劈

（AG-DS555）

エディタ機1台とソース機を2台使用したシステム
（A巳□—ル_集が行えます。）

Kft/苣声‘言号

リフアレンス彳貢号

TT. .. *1^ -— 1 "TE -
ニニ〇 0Q0 n 

〇 C 0 0 0 0 0 G0G ^ f j :a 0GCD •ノ^..
〇 〇 0 0 0 0 G GQ0 u () 
t*-3 〇 〇 〇 〇 〇 •«.

一T^:

0 0
中

〇〇〇| 見。.®•
ソース搏I

(AG-DS555/AG-DS545)
ソース劈2 J

(AG-DS555/AG-DS545)
AG-AS50 エディタ機（AG-DS555）

同期信号発生器
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9P編集コント□ーラを使ったシステム （つづき）

1
編集コントローラを接続します。

□ REMOTE （9ピン）端子の接続をします。 
B音声信号の接続をします。
□映像信号の接続をします。
Bリファレンス信号の接続をします。

q 9P DEVICE TYPE SELECT （項目NO.5002）を設定します。
Lダイヤルメニュー機能で設定します。

OTHER TYPES （セットアップNO.00）:松下製以外のコントローラを使用する場合 

S-VHS ID （セットアップN〇.01）:松下製のコント□—ラを使用する場合

CONTROLスイッチを「REMOTE」側にします。 1 1- - - 1

|EDIT| bd REMOTE
I

|PIAY| LOCAL

CONTROL

編集コントローラ側で本機を操作します。

編集コントローラ側の操作説明は、各編集コントローラの取扱説明書をご覧ください。

ノー トH3P編集コントローラの編集タイミングを8フレームに設定してください。
Bカラーフレーミンク機能のついた編集コントロ—ラを使用する場合は、カラーフレーミンクモードの 

設定をしないでください。
■9 P編集システムでファーストエディット操作を行う場合' ダイヤ）レメニューMig（項目N0.1006）「SHORT 

FF」が「ON」でないと行うことができません。
■9P編集システムでのインサート編集時の編集チャンネルはタイムコードとオーディオが独立して設定 

することができますが' 本機の場合、リニアトラックCH2をタイムコード（LTC）とノーマルオー 

ティオCH2で共用しているため、ダイヤルメニュー機能（項目N0.3006）「AUDIO CH2jでどち 

らの信号を_集するかを間違い辞く選択してください。
Hタイムコード編集を行う場合は、ダイヤルメニュー機能（項目NO.7001）「TC INT/EXT SELECT」 

を「INT」に設定してください。（AG-DS555のみ）
H3P編集システムを使用した場合、FF/REWはダイヤルメニュー機能（項目NO.5003）「9P FF/REW 

MODEjでフル□—ティングFF/REWとシアン□—ディングFF/REWの選択ができます。
BA巳□ール編集にて、長時間のシーンの編集を行う場合のみ' ダイヤルメニュー機能（項目NO. 1003） 

「TAPE PROTECTION」を「AUTO ADVANCE」に設定してください。



ダビング接続
本樂2台で_集を行ろ場合の接続てす。
ダビング接続で画質の良い順香は以下のとおりです。
1.S-VIDE〇ケープル使用 

2.巳NCケープル使用

C3CONTR〇Lスイッチは「LOCALj側にしてください。

Bダイヤルメニュー機能の「AUDI〇 CH^j （項目N0.3006）を「AUDIOjに設定します。

（LTCのタイムコードをダビングする場合は、50ページを参照く；■こさい。〉

□ダイヤルメニュー機能の「IMAGE MODE SELECT」（項目N〇.2001）を「EDIT」に設定し 

ます。

S-VIDE□ケーブル使用の接続
主な設定（ソース機側）
•タイヤルメニュー機能「SYNGj 

（項目 NCU001）—「NORMAL」

〇ダイヤルメニュー機能

「IMAGE MODE SELECT」

（項目 N 〇.2001）—「EDIT」

主な設定（エティタ機側）
• INPUT スイッチ—rS-VIDEOj 

«ダイヤルメニュー機能「SYNCj 

（項目 NO.lOOl）—「NORMALj

•ダイヤルメニュー機能
「IMAGE MODE SELECT」

（項目 NO.2001）—「EDIT」

g逢ケーニフノレ

IDE〇ケープルUP）

-«「。］00. !.

エディタ劈 ソース劈

巳NCケーブル使用時の接続
主な設定（ソース機側）
•ダイヤルメニュー強能「SYNCj 

（項目 NCUOOI）—「NORMAL」

»ダイヤルメニュー機能

「IMAGE MGDE SELECT」 

（項目 NO.2001）—「EDIT」

主な設定（エティタ機側）
• INPUTスイッチ—「LINEj 

•タイヤルメニュー凭能「SYNC」 

（項目 NO.1001）—「NORMALj 

•ダイヤルメニュー機能 

「IMAGE MODE SELECT」 

（項目 NO.2001）—「EDIT」

巳NCケープ几

»猫るるr I，

ディタ哭 ソース劈

(AG-DS555)
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0

a 国
◎ ◎ ◎ ◎ a- ◎ ◎

□ □ □ no □ 口 □ □

□□□□ no i—
L Hll

![aoaBSBS]

n nn
OHS
BBB

□□□□

i j

•INPUTスイッチを

♦ COMPONENT また!5 
YC入刀のときは 
「CMPNT/YCj にしま

• VIDEO IN入力のと芒3：

i r

■ CONTROLスイッチを
「LOCALSにしまTs

※上記システムは、業務用MHVTR AU-65を使用したものです。
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業務用MII機を使ったシステム
本椴は、RS-422Aインターフニースを有していますので、実務用Mil機と接続することが可能です。

Qj (jj LU

•O- -Q： •:D:- -:〇:- B E

◎縣盗:•##

PLAYER

© 0

©Pd

觀.傅®

RECORDER

愚f#

暴

#
(i)
(i



エラー表示について
カウンタディスプレイにエラーが表示されている場合は、本劈になんらかの巽常が発竺しています。 
このような場合は、逸やかに操作を止め、下記の内容に従って対処くださいますようお.琴いします。

エラー表示 エラー内容 対 処

d 露付き 電源を付けたまま、エラー表示が消えるまでお待ちくだ 

さい。（下記メモ参照）

E -0 フアンモータ部分の異常 電源を一旦切〇、再度電源を投入して、正常に動作する 

か確認してください。

E エレベータ部分の異常 カセットが正しく挿入されていない場合に発生します。 
電源を一旦切り、再度電源を投入して、正常に動作する 

か確認してください。E-3 □—ディング部分の異常

E -H シ1Jンダ部分の異宮
テープに露が付くなど、負荷が重い場合に起こります。 
電源を一旦切り、再度電源を投入して、正常に動作する 

か確認してください。
S-5 リール部分の異常

E-6 テンション部分の異常

E-1 ソレノィド部分の異常 電源を一旦切り、再度電源を投入して、正常に動作する 

か確認してください。

■上記で正常に動作しなし\場合は、販売店にご相談ください。

※フアンモータ部分のエラー表示

WARNING 
(FAN MOTOR LOCK)

フアンモータ部分に異常が起こりますと、左記のワーニング 

表示が通常のカウンタ表示と交互1こモニタ1；宣に出力されま 

す。出力後は、約20分後に方賭の電源が自US'こ切れるため、 
すみやかに作美を終了して、電源を切ってください。
勺20分後に電源を再投入することかてきます。

メモ
「露付きが起こるのは」
これは暖房された部屋の窓ガラスー面に水滴（露）が付くのと同じ原理です。
方雉やテープを混度.湿度差の大きいところに移動したときに起こります。 
■湯気がたちこもる、湿度の多いところや、暖房した直後の部屋へ移動したとき。 
■冷房されているところから、急に温度•湿度の高いところへ移動したとき。
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故障かな7と思ラ前に…ちょっと/
下記の項目を点検、調整していただき、それでもなお異常があるときは販売店にこ相談ください。

症 状 点検•調整 参照ページ

電源が入らない 日3源コードは外れていませんか7 —

Eカウンタディスプレイにエラー表示はでていませんか7 59

操作ボタンを抻しても動

作しない

ECONTROLスイッチが「REMOTEjになっていま

せんかT3

Bサーチダイヤルモードスイッチが「MENU」になってい

24

ませんか7 35

テープの早送り•巻戻し

ができない

Bテープの早送り•巻戻しが終わっていませんか7

BMEMORYスイッチが「AUTO ST〇Pjになってい

ませんか7 21

録画•編集ができない 

（AG-DS555のみ）

Hカセットの「つめ」が折れていませんか7

■INPUTスイッチの設定は正しいですか7

15

24

■ダイヤルメニュー機能の「IMAGE MODE SELECTj

再生がザラザラしている （項目NO.2001）が「EDIT」になっていませんか7 40

■ビデオへッドが汚れていませんか7 65

通常再生時、画像の一部

がしま状になつている
■丁 RACKING調整が合っていますか7 19

■入力信号はカラーでしたか7

再生画に色がつかない ■ダイヤルメニュー機能でカラーモードが巳/Wモードにな

っていませんか7 40

一定の時間間隔をおいて

再生画像が乱れる

■モニタテレビの垂直同期は合っていますか7

■録画時に電源電圧の変動が激しくなかったですか7

■カセットテープは良好ですか7

0

30



サーボリファレンスについて
本劈はサーボ用のリファレンス信号として' INPU丁スイッチで選択した入カビデオ信号、ref IN端 

于より入力したREF VIDE◦信号、または内部同期信号のいずれかを目動的に選択します。
て樓はノ-マル再生または記録の時、サ-ボ用のリファレンス信号とダイヤルメニュ—機能（項目N◦•翻 

「SYNC」）との関係は以下のとおりです。
B再生時

〇は信号か入力されている。xは信号が入力されていない

SYNC SELECT

スイッチの位置
入力信号の状態

VIDEO IN信号
（AG-DS555のみ） REF IN信号

- リファレンス信号

NORM

〇 〇 REF IN信号

〇 X 内部同期信号

X 〇 REF IN信号

X X 内部同期信号

EXT

〇 〇 REF IN信号

〇 X 内部同期信号

X 〇 REF IN信号

X X 内部同期信号

■湧集時または記録時

SYNC SELECT

スイッチの位置
入力信号の状態

リファレンス信号VIDEO IN信号
（AG-DS555のみ） REF IN信号

NORM

〇 〇 VIDEO IN信号

〇 X VIDEO IN信号

X 〇 REF IN信号

X X 内部同期信号

〇 〇 REF IN信号

EXT
〇 X 内部同期信号

X 〇 REF IN信号

X X 内部同期信号



コネクタの信号について
REMOTE9P端子

ピン番号 信号内容
1 GND

2 TRANSMIT A

3 RECEIVE 巳

4 RECEIVE COMMON

5 SPARE

6 TRANSMIT COMMON

7 TRANSMIT 巳

8 RECEIVE A

9 GND

S-VIDEO IN/OUIWMP)

ビン番号 信号内容
1 Y GND

C GND

3 Y信号
4 C信号

（入力端子はAG-DS555のみ）

AUDIO IN/OUT端子(XLF0

ピン番号 信号内容
1 GND

2 HOT

3 COLD

（入力商子はAG-DS555のみ）

T巳C REMOTE端子(15P)

ビン番号 信号内容
1

SET UP

3 C LEVEL

4 GND

5 + 12V

6 SYSTEM ⑽

7 SYS.SC COARSE(2)

8 -12V

9 HUE

10 VIDEO LEVEL

11 RET GND

i?
i5

14 SYS.SC FINE

15 SYS.SC COARSE(l)

REMOTE 34P端子（別売品）
ピン番号! 信号内容

l REG SWITCH-';

2 PLAY SWITCH"

3 FF SWITCH *'

4 REW SWITCH.1

5 STOP SWITCH"

6

7 PAUSE SWITCH*'

8 CASSETTE IN*J

9 CUT IN SWITCH*'

10

11 SERVO LOCK*'

12 GND

13 STEP SWITCH"

14 REVERSE COUNT'2

15 CUT OUT SWITCH •し:

16 EDIT SWITCH •レ：

17 REVERSE IN*?

18 CONTROL PULSE OUT

19 REMOTE 19"

20 START MARK

21 EJECT SWITCH*'

INSERT CHI*'

23 REG HOLD'3 :

24 PLAY HOLD*'

25 FF HOLD*'

26 REW HOLD"'

27 INSERT CH2.1*2

28

29 PAUSE HOLD'2

30 REMOTE30*'

31 CUT IN HOLD*2

32 INSERT VIDEO•しこ

33 REMOTE33*1

34 + 12V

*i接地入力てす
*2オーブンコレクタの接地入力てす: 
* 3 AG-DS555のみ0



ラックマウントアダプタ （別売品）

本機にラックマウントアダブタAG-M^O-Eを取り付けると.EIAJ規格の標準ラックに収納できます。

取付け方法

1 本機側面のネジ（ 4ケ所）を外します。

同梱のネジでラックマウントアダプタを 

取り付けます。

スライドレールの取付

切込み部を下に
して取り付けて
ください。

アキユライド社のスライドレール（品番C-305」8）、ブラ 

ケット（品番RBA2-35-200E）をこ•使用ください。 
（当社では取り扱っていません。）

ラックの種類によっては、下の固定ネジが締められない- 

場合があります。そのときは外してください。 スライドレール
（C-305-18）

ラックへの取付

1 本機底面のゴム足（ 4ケ所）を外します3

ラックに収納します。
■ラックの天部に必ず換気フアン（風量3.3m3/秒程度）を 

取り付けてください。

EIAJ播準ラ

固定ネジでラッ
クに固定してく
ださい。

詳しくは販売店にご相談ください。
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付属品と別売品のご紹介
付属品

萃堵に以下の付属品が同梱されていることを確認してくださパ。
3電源コード. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番VJA:586

別売品
03-VIDE0ケープル(4P). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番AG-C71 (5m)

品番VW-CV3 (3m) 

品番VW-CV2 (2m) 

品番 VW-CV1 (1.5m)

El囁篥コント□—ラ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番AG-A850

品番 AG-A350

■ラックマウントアダプタ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番AG-M730-E

■34Pリモート端子. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番AG-IA834

カセツトテープについて
本機は編集•送出など、高信頼性を要求される商品として設tされています。
録画の信頼性を確保するため、以下のパナソニックビデオカ:zットテープのご使用をおすすめします。

■S-VHSビデオテープ. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 品番NV-ST120(2時間)

品番NV-ST60 (1時間) 

品香NV-S丁30(30分間)

■\/HSビデオテープ

標準テープ

NV-T160

NV-T120

NV-T90

NV-T60

NV-T40

NV-T30

NV-T20

ビデオテープ品番

スーパーHG

NV-T1P0HG

NV-T60HG

NV-T40HG

NV-T30HG

NV-T80HG

スーパーHG Hi-Fi

NV-T120HF

NV-V60HF

記録•再生時間

標準モード

2時間40分 

2時間 

I時間30分 

1時間 

40分 

30分 

20分
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日常点検について
へッドクリーニングについて

下のよろな症状が現れたときは、ビデオへッドが汚れています。
別売のクリーニングテープ（NV-TCLA）をご使用になってビデオヘッドを清掃してくださいc 
清掃しても、状態がよくならないときは_入店にご相談ください。

Iヘッドクリーニングを何度を行ろとビデオヘッドの寿命が短くなりますので、ご注意くださいc 
Iヘッドクリーニングテープには録画することはできません0

お手入れについて
お手入れ前には、電源スイッチを「OFF」にし、必ず電源プラグを持ってコンセントから抜いてくださ 

い。キャビネットの渭掃はやわらかい布で行ってください。汚れのひどいときは、台所用洗剤を薄め、 
5こ浸して固くSって拭きます。汚れを拭き取ったのち、乾いた布で仕上げを行ってください。 
シンナー、ベンジンはご使用にならないでください。

保管について
■唸端に温度の亳し\場所、低い場所では保管しないでください0 

H1外に放置することは雉対に避けてください。
■万一の事故防二のため、長期間ご使罔にならないときは、電源スイッチを切って、必ず電源プラグを 

持ってコンセントから抜いてください。
0カセツトテープは、必ず取り出しておいてください。
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アフターサービス

アフターサービスについて
1. 保証書一内容のこ確認と保存のお願い 

保証書は、必す「お買い上げ日•販売店名」等
の記入を確かめて？5買い上げの販売店から受取 

っていただき、内容をよくお読みの後、大切に 

保管してください。

2. 保証期間一〗力年
取扱説胡書及び本は貼付ラベル等の注意事項に 

従った正常なご使用状態で、保証期間内に万一 

故障を生じた場合には、保証書記載事項に基づ 

き6売店で_無料修理」させていただきます。
保証期間内でも次の場合には原則として有料に 

させていただきます0
（イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造によ 

る故障及び損傷
（口）お買上げ後の取付場所の移設、輸送、落 

下などによる故障及び損傷 

（八）火災、地震、水害、落雷、その他天災地 

変及び公害、塩害、ガス害（硫化ガスな 

ど）、異常電圧、指定外の使用電源（電圧、 
周波数）などによる故障及び損傷 

（二）その他指定外の使用条件で使用された場 

合に生じた故障及び損傷 

（ホ）他の接続機器及び接続部材に起因して生 

じた故障及び損傷
（へ）別に指定する摩耗性の部品*、あるいは 

付属品の故障及び損傷

3.補修用性能部品の最低保有期間
本機の裡修用性能部品（機能維持のために必要 

な部品）の最低保有期間は、裂造?了切り後8年で 

す。

4•修理を依頼される前に
この取扱説明書をよくお読みのうえ、「故障かな/ 

と思う前に…ちょっとjの項を点検していただ 

き、なお異常のあるときは、必ず電源プラグを 

抜いてから、販売店にお申しつけください。

ご転居•定期保守サービス等ご不明な点は、お買 

い上げの販売店にご相談ください。

◊摩耗性の部品とは下記部品類です。
•ビデオヘッド •各種べルト
•ピンチローラ •ゴムプー1J類

•各種ブレーキ • 口ーラ類
•モータ類 •ヘッド類

定期保守のおすすめ
ビデォは-
•複雜なメカニズムで構成されており、ベルト、 
口ーラ、ヘッドなどが茲多く使用されていま 

す。
•これら部品は、使用時間が経過するにつれて 

摩耗劣化し、故障の原因となります。
•また、ほこり、ごみなども安定した機能を妨 

け、トラプル発生の原因となります。

このため、犖に従来の故障発生時に行ろアフター 

サービスにとどまらず、紡合的なサービス、即ち 

ビデオシステムの機能を正常に維持させ、消耗部 

品などによる突発的な故障を未然に防ぐために、 
保守サービス（メンテナンス）を定期的に行ろこ 

とが非常に大切であるといえます。
定期保守サービス（有料扱い）については、お買 

上けの販売店にご相談ください。

66



定格
sam
m 源：AC ::V 5こ f:Hz
消費電力：AG-DS555 : 65W 

AG-DS545 : 51W

は安全項目です。
録画方式 2ヘッドヘリキャルスキャンアジマス記録S-VHS/VHS規格
テープ速度 33.35mm/秒（通常時）
使用テープ S-VHSテープ• VHSテープ
録画時間 120分（NV-T120使用時）
早送り/巻戻し 2分以内（NV-Ti?0使用時）
許容相対湿度 3596-80%
許容温度 5°C~40aC （動作時）
外形寸法 424 （幅）XI3I.5 （高さ）X415 （奥行き）mm
重屋 AG-DS555 :11,7kg

AG-DS545 ： 11.2kg

隱起！
テレビジョン方式 

入力/出力
（入力はAG-DS555のみ）

水平解像度

S/N

NTSCテレビジョン方式525本60フイールド 

ライン（巳NC）:I.OVd-d 75D

S-VIDEO （4P） : Y：］.0VD-D 75Q /C：0.886Vd-d 75Q （パースト）

VHS : 240本以上

S-VHS : 400本以上

VHS :46d巳（カラーモード）

S-VHS :50d巳以上（カラーモード、DNR使月）

音声系
入力（入力はAG-DS555のみ）

出力

トラック数
S/N

Hi-Fiダイナミックレンジ 

音声周波数特性

ラインHi-Fi （XLR） 

ラインNORM （XLR） 

マィク
タイムコード（巳NC） 

ラインHi-Fi （XLR） 

ラインNORM （XLR） 

ヘッドホン（M6）

モニタ（ピンジャック） 

タイムコード（BMC）

+4/0/—6d巳s八イインピーダンス 

+4/0/-6dBs八イインピーダンス 

-50dBV 4.7KQ 不平衡 

1.ovd-d iokn 不平衝 

+4/0/_6d巳s出カインピーダンス50〇 

+4/0/—6dBs出カインピーダンス500 

-60dBV〜一aOdBV 8□アンパランス 

OdBV 600〇アンパランス

：8.4Vd-d □—インピーダンス不平覺 

4トラック（NORM音声？トラック• Hi-Fi音声？トラック）

48d巳（DOLBY NRスイッチ「ON」（ノーマル音声時）

90d巳以上

50Hz〜12kHz （ノーマル音声）

20Hz〜?0kHz （Hi-Fi音声）

67



松下電器産業株式会社放送システム事業部
〒571-8503大阪府門真市松葉町2番15号0(06)6901-1161

VQT6955-2 S0297H4110-100 D


